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第５学年３組 国語科学習指導案 

指導者 木下 大輔 

 

１．日時・場所  令和元年９月１８日（水）１３：３０～１４：１５       ５年３組教室 

２．単元名    ぼくらもあなたも再発見 これが稲田の魅力 

               ～立場や意図を明確にして計画的に話し合おう～ 

３．単元目標   立場や意図を明確にして計画的に話し合えるようになるために稲田の町の魅力につ

いて話し合うことができる。 

○ 指導事項 「話すこと・聞くこと」 

○ 言語活動  調べたことやまとめたことについて話し合うこと。 

４．評価規準  

（現行 評価規準） 

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 言語についての知識・理

解・技能 

○互いの立場や意図をはっきり

させながら計画的に話し合う

ために、話したり聞いたりし

ようとしている。 

○話し手の意図をとらえながら聞き、自

分の考える稲田の魅力と比べ、まとめ

ている。（エ） 

○互いの立場や意図をはっきりさせな

がら計画的に稲田の町の魅力につい

て話し合っている。（オ） 

○語感、言葉の使い方に対

する感覚などについて

関心をもつこと 

（イ（カ）） 

（新指 評価規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

○情報と情報との関係付けの仕

方、図などによる語句と語句

との関係の表し方を理解し使

っている。（2）イ 

○話すこと・聞くことにおいて、 話し

手の目的や自分が聞こうとする意図

に応じて聞き、話し手の考えと比較し

ながら、自分の稲田の魅力をまとめる

こと。（エ） 

○話すこと・聞くことにおいて、互いの

立場や意図を明確にしながら計画的

に話し合い、稲田の町の魅力について

まとめている。（オ） 

○立場や意図をはっきり

させながら、適切に話し

たり聞いたりしようと

している。 

現行学習指導要領 新学習指導要領 

エ 話し手の意図をとらえながら聞き、自分の意

見と比べるなどして考えをまとめること。 

オ 互いの立場や意図をはっきりさせな 

がら、計画的に話し合うこと。 

エ 話し手の目的や自分が聞こうとする意図に

応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比

較しながら、自分の考えをまとめること。 

オ 互いの立場や意図を明確にしながら計画的

に話し合い、考えを広げたりまとめたりする

こと。 
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５．児童の実態 

    子供たちは、自分がしている話に対して、それを誰が聞いているのか気にする様子がなく、言

いっぱなしになっていた。相手意識が低く、よって相手にわかりやすく話そうという姿勢が身に

ついていないと感じた。その原因として考えられることが、自分の話を聞いてもらえていなかっ

たのではないかと考えた。つまり、聞く側の技術が身についていないことが原因に思えた。そこ

で、話す力・聞く力を中心に日々の学習や学校生活で相手を意識するようにしている。 

聞くことの指導に関しては、基本の相手の方を見て聞く。最後まで聞くは、大体の児童が意識

できるようになってきた。今は、人の話をうなずきながら聞けるよう、また、相手の言いたいこ

とは何か知ろうとしながら聞く経験を積んでいるところである。 

話すことに関しては、話したい人が話したいタイミングで話したい内容を話しているので、そ

うではなく、自分に求められている内容を考えて話したり、相手の話と関連付けて考え、ふさわ

しいタイミングで発言できたりすることを５年生の目標としている。誰に聞いてもらいたいのか、

その人に聞こえる適切な声の大きさで話すことからはじめ、今では声の大きさや、伝えたい相手

に目を向けることは意識し始めている。また、前の人の意見につなげて話をしようとする児童も

増えてきていて、これからは相手の反応を確かめながら話をすることを日々の課題としている。 

話す力・聞く力には話し合うことも含まれてくる。普段の学習の中で、隣の席の人との対話や

グループでの相談時間を設けることがある。すると話し合う活動というよりはお互いの考えを発

表して、発言力のある児童の意見に流されたり、単純に多数決できめたりする姿が見られる。そ

こで、グループ全員が同じ土俵で言葉を交わし、それが一人で学ぶことよりも大きな力になるこ

とを体験していってほしい。 

 

６．テーマについて（国語教育研究会常任委員会） 

（１）テーマ  『生きてはたらくことばの力を育てる国語教室』 

（２）テーマのとらえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 き て

は た ら

く こ と

ばの力 

実生活に生き

る力 

→ 読 書 生 活 

社 会 生 活 

日 常 生 活 

など 

 左の三つの力

の先に、「実生

活」があり、こ

れらの力がつい

てくることで、

実生活に生きて

はたらくことば

の力がつくと考

える。 

国語科の学習場面で生かせる力 ⇒既習の活用 

構成、表現、視点、人物、文体などの文章を読み解く技術で

あったり、目的や相手に応じて書く技術であったり、また、主

観と客観のちがいを考えたり、根拠と理由を使い分けたりす

るなどの思考力。さらにその考えをわかりやすくまとめたり

伝えたりする表現力など。 

他教科・領域でも活用できる力 ⇒資質能力の汎用性 

「教科内で生きる力」で述べた、思考力などは、理科や社

会、総合等にも生きてくる。また、書くことの学習で報告文

の書き方や、推薦文の書き方、意見文の書き方を学ぶことが

他教科で考えをまとめる力につながる。 

豊かに他者とかかわり合う力 ⇒資質能力の汎用性 

 文学教材で学ぶ、道徳的価値、文学的価値は情緒面を育み

普段の生活に生かすことができる。また、「教科内、他教科で

生きる力」で書いた内容は、委員会活動、異学年交流、クラ

ブ活動、朝会等にも生きてくる。 

カリキュラム・ 

マネジメント 

教科内の領域

や他教科等と

の関連を構想

する。 



3 

（３）『生きてはたらくことばの力と本単元とのつながり』 

    話し合う活動が、まさに他者との関わりである。そこで本単元では「豊かに他者とかかわり合

う力」の育成を中心としている。話し合う力がついてきたと実感できるように、単元の中でつけ

たい力の見通しと、それぞれの話合いで、つけたい力の見通しをもたせる。単元での見通しは、

うまく話合いができるとはどういうことなのかを理解すること。ここでは「自分の考えが広がっ

たり深まったりすること」とした。そしてそうなるために自分の話し合う力に足りないと考える

ことを毎回の話合いで課題として意識し、課題に対して今回の話合いでどのくらい達成できたか

を振り返ることで自分の話し合う力が身についてきていることを実感させたい。また、話合いの

中で、他者と関わることが自分にどんな影響があるのかを感じられると、実生活の中でも話し合

う場面で力を発揮しようとする意欲がもてるのではないかと考え「豊かに他者とかかわり合う力」

を位置づけている。 

 

７．単元について 

    「話す・聞く」はこれからの社会で生きるのに基本的な力だと考えている。そこで、本単元で

は「話す・聞く」の中の話し合うことについて重点を置いた計画を立てている。話し合う活動の

中にもねらいがいくつかあり、今回の話合いでは「互いの立場や意図をはっきりさせながら、計

画的に話し合うこと」をねらいとしている。「互いの立場や意図をはっきりさせながら」とは、相

手の考えに対して「～と同じで」「～と違って」などの共通点や相違点を伝えたり、自分の考えと

比べながら聞き、質問をしたりすることにあたる。「計画的に話し合う」とは、今回は時間内に話

し合ったり、意見をつなげたり、更に課題を提案したりする姿も含めて考えている。計画的に話

を進めていくには司会的役割を立てることが話し合うことの中で必要となってくることと考え

た。 

    本単元では、話し合う力をつけていくために、多くの話し合う場の設定をしている。「メイング

ループ」を基本として「稲田の魅力」について話し合い、魅力を再発見していく。その過程で、

ほかの友達からも情報を交換・共有するための話し合いの場を「いただきグループ」と「合体グ

ループ」で設けている。メンバーが変わったり、人数が変わったりする中で話し合うことも「話

し合う力」の育成につながるのではないかと考えた。 

話し合う活動を通して、力をつけさせるために話し合う必要性のある話材が必要となってくる。

そこで、本校は今年 140 周年を迎え、それに向けてのカリキュラムが総合的な学習の時間に位置

づけられている。よって話し合っている内容は総合的な学習の時間の目的となるが、話し合って

いる目的は「話し合う力」を指導するとし、国語科に位置づけをしている。児童にも国語科の学

習をしていることをしっかり意識させるためにも、今身につけようとしている力の見通しをもた

せ、それに対する振り返りをさせていきたい。 

 

８．他教科・他領域とのつながり 

 

 

 

 

 

「ぼくらもあなたも再発見  

これが稲田の魅力」 

・話し手の意図をとらえなが

ら聞き、自分の意見と比べる

などして考えをまとめる（エ） 

・立場や意図を明確にして計

画的に話し合う。（オ） 

「きいて、きいて、きいてみよ

う」 

・友達のことをより詳しく知

るために、インタビューで情

報を引き出す。（ア）（エ） 

日常活動   ・スピーチ・音読 

「すいせんし

ます」 

・説得力のある

構成を考え、推

薦するスピー

チをする。 

（ア・イ・ウ） 

国
語 
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９．学習指導計画（５時間扱い）               総合的な学習の時間 

時 【 】評価規準  

☆ 評価方法 

○主な学習活動 ・予想される児童の反応 ・指導上の留意点 

総

合

的

な

学

習

の

時

間 

 

 

〈国語科までの学習活動〉 

○130 周年式典の映像を見る。 

○140 周年に向けて自分たちの課題を考える。 

 

 

 

 

○稲田の町を知るための取材活動。（家庭・先生・地域へのインタビュー等） 

 

1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○普段、うまく話合いができているか考え

る。 

 

 

・人の考えが聞ける。 

・自分の思いを伝えられる。 

・コミュニケーションがうまくなる。 

 

 

 

・うまく話し合えるよう

になるとどんないいこと

がありそうか想像させ

る。 

 

 

 

 

 

 

うまく話し合えるようになろう！ 

総合的な学習の時間 国語科 

課題の設定 

140 周年を成功させよう！ 

稲田の町の魅力を知り、思いを込めて発表する。 

情報の収集 

整理・分析（手段：話し合う活動を設定） 

ぼくらもあなたも再発見 

これが稲田の魅力               

～意図を明確にして計画

的に話し合おう～ 

 

総合的な学習の活動の一

部を活用して、国語科と

して「話し合う力」を身

につけさせるための指導

を行う。 まとめ・表現 

話し合えている 話し合えていない 
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○「稲田の町の魅力」をテーマに話し合っ

てみる。 

 

 

 

 

○うまく話し合えていることを見つける。 

 

 

・相手の話をうなずいて聞いていた。 

・聞こえる声ではっきり話していた。 

・「～さんと同じで」という言い方をしてい

た。 

・質問をしていた。 

 

目的：うまく話し合えるようになる 

 

○うまく話し合えたとはどういうことなの

か考える。 

・お題から何かを決める話し合いができ

た。 

・一つの事について詳しく考える。 

・結論が出た。 

 

○本時の振り返りをする。 

・話し合うのは４人×２

グループで、ほかの人た

ちは話し合いを見てうま

く話し合えているポイン

トや課題を探らせる。 

 

・それぞれの立場で話合

いがうまくいった理由を

考えさせる。 

・これから 140 周年に向

けて稲田の町の魅力を再

発見していく中で話し合

いをし、うまく話し合え

るようになっていくこと

を伝える。 

 

 

・うまく話し合えたとは

課題に対し自分の考えが

広がったり深まったりし

たことであると共有させ

る。 

 

 

・目的を知り、本単元の見

通しがもてたか振り返ら

せる。 

2 

 

 

 

 

 

 

 

【関】 

互いの立場や意図

をはっきりさせな

がら計画的に話し

合うための課題を

設定しようとして

いる。 

☆ワークシート・発

言・観察 

 

○今日の活動の見通しをもつ。 

 

 

○話し合う力に必要なことは何か考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・うまく話し合うために

は「話し合う力」が必要で

あり、そこに課題がある

ことに気付かせる。 

・前回の話し合いを見て

あげたポイントをもとに

考えさせる。 

・出てきた内容を話す力、

聞く力、まとめる力に分

類していく。 

話し合う力をつけるために、自分なりの課題を見つけよう。 

 

話し合えている 
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○自分の課題を見つける。 

・相手が何を言いたいのか気を付けて聞け

る力を身に着けたい。 

・相手に質問できるように考えながら聞き

たい。 

・「～さんと同じで」とつなげて話ができる

ように話す力を着けていきたい。 

・時間内にみんなの話をつなげて、まとめ

ていきたい。 

 

 

○振り返りをする。 

 

 

 

 

 

・ここでは話し合う力を

話す力・聞く力・まとめる

力とする。 

・自分にどんな課題があ

り、どんな力をつけてい

きたいのか見通しをもた

せる。 

・うまく話し合えるよう

になるための自分の課題

を確認させる。 

 

・うまく話し合えるよう

になるための自分の課題

が設定できたか振り返り

をさせる。 

 

3  

 

 

【話・聞】 

互いの立場や意図

をはっきりさせな

がら稲田の町の魅

力について話し合

っている。（オ） 

☆ワークシート・発

言・観察 

 

【言】 

語感、言葉の使い方

に対する感覚など

について関心をも

つこと 

（イ（カ）） 

☆ワークシート・発

言・観察 

 

○今日の課題を確認し、そこから自分の課題

を立てる。 

 

 

○メイングループで「稲田の魅力」につい

て 15 分間の話し合いをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話し合ったことをイメージマップにまと

める 

 

 

 

○振り返りをする。 

 

・本時の見通しをもたせ

る。 

 

 

・うまく話し合えるよう

になるための自分の課題

を確認させる。 

・過去の総合的な学習の

時間を通して、地域の学

習をしてきたことを想起

させる。 

・ホワイトボードに分類

や整理をしながらつなが

りや共通性を見つけさせ

る。 

 

・話し合いをして自分の

考えの広がりや深まりを

イメージマップにまとめ

させていく。（赤） 

 

・うまく話し合えるよう

になるための自分の課題

まとめる力を高めるために話し合おう。 

 

家族・先生への取材活動 
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について振り返らせる。 

 

 

4  

 

 

 

【話・聞】 

話すこと・聞くこと

において、話し手の

目的や自分が聞こ

うとする意図に応

じて聞き、話し手の

考えと比較しなが

ら、自分の稲田の魅

力をまとめること。

（エ） 

☆ワークシート・発

言・観察 

 

 

【言】 

語感、言葉の使い方

に対する感覚など

について関心をも

つこと 

（イ（カ）） 

☆ワークシート・発

言・観察 

 

 

○今日の課題を確認し、そこから自分の課

題を立てる。 

 

 

○いただきグループ 1 で 10 分間の話し合い

をする。 

 

 

 

 

 

○いただきグループ 2 で 10 分間話し合いを

する。 

 

 

 

 

 

 

 

○話し合ったことをもとにノートにメモを

取る。 

 

 

 

○振り返りをする。 

 

 

 

・本時の見通しをもたせ

る。 

 

 

・メイングループとは違

うメンバーで話し合いを

して情報を交換・共有す

ることを確認させる。 

・うまく話し合えるよう

になるための自分の課題

を設定させる。 

・友達の情報をいただく

ことで自分のグループの

話し合う材料を増やさせ

る。 

・ホワイトボードに分類

や整理をしながらつなが

りや共通性を見つけさせ

る。 

 

・メイングループでの話

し合いに活用できそうな

話材をメモさせる。 

・うまく話し合えるよう

になるための自分の課題

について振り返らせる。 

 

5  

 

 

【話・聞】 

互いの立場や意図

をはっきりさせな

がら計画的に稲田

の町の魅力につい

○今日の課題を確認し、そこから自分の課

題を立てる。 

話題：「稲田の魅力」 

 

○メイングループで「稲田の魅力」につい 

 て 20 分間の話し合いをする。 

 

 

・本時の見通しをもたせ

る。 

 

 

・うまく話し合えるよう

になるための自分の課題

をもう一度確認させる。 

・ホワイトボードに分類

話す力、聞く力を高めるために話し合おう。 

 

これまでの学習を生かして稲田の魅力を話し合おう。 

地域の方のインタビュー映像を見たり、家族への取材活動をしたりする。 

地域の方のインタビュー映像を見たり、家族への取材活動をしたりする。 
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て話し合っている。

（オ） 

☆ワークシート・発

言・観察 

 

【関】 

互いの立場や意図

をはっきりさせな

がら計画的に話し

合うために、話した

り聞いたりしよう

としている。 

☆ワークシート・発

言・観察 

 

 

 

 

○単元の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

○今話し合ったことや、これまでにまとめ

てきたイメージマップを使って、自分の

稲田の魅力について考えたことを書く。 

 

や整理をしながらつなが

りや共通性を見つけさせ

る。 

 

・うまく話し合えるよう

になるための自分の課題

を確認させる。 

・「話し合う力」がついて

きたと実感できた瞬間を

振り返らせる。 

・これまで話し合ってき

た情報を元に自分が考え

る稲田の町の魅力を書か

せる。 
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１０．本時の指導（5／5） 

（１）目標  立場や意図を明確にして計画的に話し合うことができる。 

（２）展開 

【 】評価規準  

☆ 評価方法 

○主な学習活動 ・予想される児童の反応 ・指導上の留意点 

 

 

 

【話・聞】 

互いの立場や意図をはっ

きりさせながら計画的に

稲田の町の魅力について

話し合っている。（オ） 

☆ワークシート・発言・観

察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関】 

互いの立場や意図をはっ

きりさせながら計画的に

話し合うために、話したり

聞いたりしようとしてい

る。 

☆ワークシート・発言・観

察 

 

○今日の課題を確認し、そこから自分の

課題を立てる。 

 

 

○メイングループで「稲田の魅力」につ

いて 20 分間の話し合いをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話し合いを通して知った稲田の魅力か

ら、自分の考えを書く。 

 

 

 

 

 

○単元の振り返りをする。 

①話し合う力について 

・相手の考えに質問できたから、自分の

考えをもって聞けていたと思う。 

・時間内にみんなの考えを聞き出せたし、

つなげてまとめられた。 

・「～さんと同じで」と言ってから発言出

来た。 

・うなずきながら話を聞けた。 

・本時の課題を確認させる。 

・活動の見通しをもたせる。 

 

 

・ホワイトボードを使いな

がら話を進めさせる。 

・ホワイトボードに稲田の

町の情報を広げ、分類や整

理をしながら、つながりや

共通性を見つけさせ、そこ

から魅力へつないでいける

ように促す。 

・グループを回り、まとめる

話し合いにかかわれている

児童に声をかけていく。 

・全体で共有したいことは

一度話し合いを止めて確認

する。 

 

・これまで話し合ってきた

情報を元に自分が考える稲

田の町の魅力を書かせる。 

・人それぞれ感じる魅力は

違っていいことを確認す

る。 

 

・「話し合いマスターカー

ド」で自分の課題を確認さ

せる。 

・「話し合う力」がついてき

たと実感できた瞬間を振り

返らせる。 

・学習前と学習後の変容を

振り返らせる。 

 

これまでの学習を生かして稲田の魅力を話し合おう。 
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②稲田の魅力を再発見できたかについて 

・○○が魅力だと思っていたけど、話し合

ってみて△△が魅力だと感じた。 

・○○の魅力が詳しくなった。 

・初めに書いた稲田の魅力

と比べさせる。 

 

 

 

自分達が再発見した稲田の町の魅力を 140 周年の呼びかけとしていく。 

 


